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明

治

の

ガ

ス

事

業

四

福

岡

市

を

中

心

と

し

て

入

江

寿

紀

十
三
、
明
治
末
の
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
特
質

目

次

は
じ

め
に

欧
米
初

期

の
ガ

ス
事
業

日
本

に
お
け

る
ガ

ス
事
業

の
創
設

(
以
上
第

九
号
)

東
京

ガ

ス
の
発
展

と
横

浜
の
そ

の
後

英
米

の
ガ

ス
事
業

発
展

福

岡
県

に
お
け
る
初

期

の
ガ

ス
事
業

計
画

(
以
上
第

一
〇
号
)

博
多

瓦
斯
株
式
会

社
設

立

博
多

瓦
斯

の
点
火

と
開
業
当
初

の
成
績

博
多

瓦
斯

の
事
業
拡

張

福
岡

県
下

の
ガ

ス
会
社

続
出

明
治
末

に

お
け

る
九
州

の
ガ

ス
事
業

続
出

九
州

に
お

け
る
ガ

ス
事

業

の
特
質

と
経
済
情
勢

と
の
関
係

(
以
上
第

一

一
号

〕

明
治

末

の
日
本

に
お
け
る
ガ

ス
事
業

の
特
質

わ
が
国
ガ

ス
事
業

の
系
統

地
方
ガ

ス
事
業

の
欠

陥

(
以
上

本
号
)

ガ

ス
市
営

と
報
償
金

ガ

ス
器
具

に

つ
い
て

ガ

ス

エ
ン

ジ
ン

英
米
の
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
五
項
で
述
べ
た
通
り
だ
が
、
そ
れ
に
比

べ
る
と
、

日
本
の
ガ
ス
事
業
の
発
展
は
実
に
貧
弱
な
も
の
だ

っ
た
。
そ
の
差
は
、
そ
の
ま
ま

文
明
の
遅
れ
と
国
力
の
差
を
表
し
て
い
る
。
試
み
に
、
明
治
三
十
三
年
か
ら
四
十

年
に
至
る
全
国
ガ
ス
会
社
数
と
資
本
金
を
、

〔
工
業
之
大
日
本

〕
明
治
四
十
三
年

二
月

一
日
号
か
ら
引
く
と
、
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

年
三
十
三

三
十
四

三
十
五

三
十
六

三
十
七

三
十
八

三
十
九

四
十

社

数
四四五五四八八九

払

込

資

本
金

三

、

三

〇

二

、

四

〇

〇

円

三

、

一
三

一
、

五

〇

〇

四

、

九

一
六

、

七

九

五

五

、

五

四

四

、

○

○

〇

六

、

六

六

七

、

O

O

O

八

、

一
〇

六

、

○

○

〇

九

、

六

八

一
、

六

一
〇

一
三

、

四

=
二
、

三

四

〇

四

十

四

、

五

三

八

約

七

〇

、

0

0

0

、

O

O

O

四

十

五

七

五

一201「

〈
注
〉
明
治
四
十
四
年
以
降
は
筆
者
注
記

こ
の
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業

の
趨
勢
に
つ
い
て
、
明
治
四
十
四
年
七
月

・
岡



大
蔵
局
長
は
次
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

明
治
四
十
年
以
前
に
於
け
る

拠
国

の
跡
斯
事
業
は
実
に
微
々
た
る
も
の
に

て
、
明
治
三
年
横
浜
瓦
斯
局

・
同
八
年
東
京
瓦
斯
局
起
り
た
る
も
、
未
だ
会
社

組
織
辺

は
個
人
経
営
と
し
て
の
瓦
斯
事
業

は
忽
を
見
る
を
得
ざ
り
し
が
、
鉱
ハ
後

十
八
年
に
至
り
東
京
瓦
斯
局
の
後
身
た
る
東
京
瓦
斯
会
社
の
成
立
し
た
る
を
囑

知

(初
ま
り
)
と
し
、
二
十
五
年
に
は
横
浜
瓦
斯
局
は
横
浜
市
に
買
収
せ
ら
れ

て
市
営
と
な
り
、
二
十
六
年
は
長
崎
、
三
十

二
年
は
千
葉
県
成
田
、
三
十
四
年

は
神
戸
、
三
十
八
年
は
大
阪
、
三
十
九
年
は
博
多
に
会
社
の
設
立
せ
ら
れ
た
る

の
み
な
り
し
が
、
四
十
年
に
至
り
て
栃

木
の
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
の
起
り
た
る
を

始
め
と
し
・
四
十
二
年
以
降
蜘
に
増
加

の
趨
勢
を
呈
し
・
本
年
五
月
遙

に
会
社

数
三
十
八

・
資
本
金
四
千
万
円
に
達
し
、
基
供
給
す
る
瓦
斯
量
は
実
に

一ヶ

年

約
二
十
五
億
立
方
択
に
上
り
、
メ
ー
ト
ル
の
数
も
亦
約

一
万
個
に
上
り
た
り
。

(中
略
)
而
し
て
、
売
買
瓦
斯
の
種
類
は
石
炭
瓦
斯

・
ア
セ
チ
リ
ン
瓦
斯
の
順

序
に
て
、
基
取
引
金
額
は
約
五
万
円
な
り
。

〈
注
〉
東
京

・
横
浜
の
瓦
斯
事
業
に

つ
い
て
は
、
三

・
四
項
参
照
。
大
阪
瓦
斯

株
式
会
社
は
、
明
治
二
十
九
年
二
月
創
立

〔
明
治
事
物
起
原

〕
、
同
三
十
五
年

九
月
米
国
瓦
斯
王
ブ
レ
ヂ
ー
と
気
脈
を
通
じ
資
本

四
百
万
円
を
も

っ
て
起

工

〔
明
治
三
十
五
、
九
、
四
、
万
朝
報

〕
。
な
お
以
上
の
局
長
談
の
外

、
日
露
戦
役

後
の
好
況
の
波
に
乗

っ
て
名
古
屋
瓦
斯
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

〔
工
業
之
大
日

本
、
明
治
四
十
三
年
十

一
月

一
日
号

〕
。
同
社
は
明
治
三
十
九
年
十

一
月
五
日

設
立

〔
東
洋
経
済
新
報
社
、
索
引
政
治
経
済
大
年
表

〕
。

以
上
の
局
長
談
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
四
十

一
年
ま
で
は
漸
増

に
と
ど
ま

っ
て
い
た
日
本
の
ガ
ス
事
業
も

、
四
十
二
年
以
後
は
急
激
な
発
展
を
始

め
た
。
当
時
の
状
況
を
明
治
四
十
二
年
九

月
三
十
日
の
〔
福
岡
日
日

〕
は
次
の
様

に
伝
え
て
い
る
。

我
国
事
業
界
は
、
紡
績
事
業
が
頻
り
に
活
躍
を
策
し
居
れ
る
を
除
く
の
外
未

だ
意
気
鍛
沈
の
鮮
を
脱
せ
ざ
る
昨
今
、
瓦
斯
事
業
は
各
地
方
に
企
画
さ
れ
居
る

も

の
甚

だ

多

く

、

既

に

世
界

に
表

わ

れ
居

る

も

の

＼

み

に

て
も

、
仙

台

・門

司

・

広

島

・
四

日
市

・
豊

橋

・

一
の
宮

(
愛

知

県

)

等

の
各

市

街

に

し

て

、
就

中

仙

台

瓦

斯

の
如

き

は

、
東

京

筋

有

力

者

の
発

起

に
係

り

、

資

本

金

六

十

万

円

に

し

て

、

開

業

後

二
割

の

配

当

を

為

し

得

る
予

定

な

り

。

試

み

に

、

〔
工

業

之

大

日
本

〕
明

治

四
十

三
年

九

月

一
日
号
か
ら

、
同
年

七

～

八

月

こ

ろ

の
ガ

ス
会

社

名

を

(
一
部

筆

者

追

加

)

挙

げ

て

み

る
と

、
次

の

よ

う

な

も

の

が

あ

る

。

東

京

、

横

浜

、

神

戸

、

大

阪

、

名

古

屋

、
岡

山

、

仙

台

、

静

岡

、
門

司

、

博

多

、

一
の

宮

、

津

島

、
知

多

、

浜
松

、

岐

阜

、
京

都

、
広

島

、

尾

道

、

堺

、

鹿

児

島

、

熊

本

、

下

関

、

新

潟

、
姫

路

、
高

松

、
大

牟

田

、

和

歌

山

、

福

山

、
宇

都

宮

以
上

の
会

社

の
う

ち

に

は

、
設

立

は

さ

れ

た

が
ま

だ

開
業

し

て

い
な

い
も

の

や

、

一
部

に

は

創

立

総

会

の
月

日

は

決

っ
て

い

る

が
ま

だ
設

立

に

は

至

っ
て

い

な

い
も

の

が
含

ま

れ

て

い

る
。

ま

た

、
設

計

ま

た

は
企

業

中

の
も

の
と

し

て

、
次

の

も

の
が

挙

げ

ら

れ

て

い
る

。

金

沢

、

伏

見

、

中

津

、

大
分

、

別

府

、

福

井

、
小

倉

、

久

留

米

〈

注

〉

小

倉

は

既

設

の
誤

り

(
参

照

十

項

)

。

以
上

の
情

報

は

大

部

ラ

フ
な

も

の

の
よ

う

だ

が

、

当

時

の

ガ

ス
企

業

熱

が

全

国
的

な
も

の

だ

っ
た

こ
と

だ

け

は
知

る

こ
と

が

で
き

る

。

ガ

ス
会

社

増

加

の
た

め

、
帝

国

瓦

斯
協

会

結

成

が
計

画

さ

れ

、
明

治

四

十

五
年

ガ

久

二

九

一
二
)五
月
三
十
日
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
本
社
で
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

当
時
は
、
東
京

・
大
阪
な
ど
の
中
央
都
市
と
地
方
と
で
は
地
域
的
な
差
や
時
期

の
ず
れ
は
あ

っ
た
が
、
暗

い
不
況
が
日
本
全
土
を
包
み
込
ん
で
い
た

(参
照
十
二

項
)
。
そ
の
暗
い
谷
間
の
中

で
の
わ
ず
か
な
光
明
が
、
ガ
ス
と
電
気
だ

っ
た
。

不
況
だ
と
は
言

っ
て
も
、
九
州
地
方
は
少
し
事
情
を
異
に
し
て
い
た
。
ま
た
、

鹿
児
島
の
よ
う
に
特
種
な
経
済
情
勢

の
所
も
あ
っ
た

(参
照
十
二
項
)
。
し
た
が

っ
て
、
九
州
地
方
の
ガ
ス
事
業
熱
を
そ
の
ま
ま
全
国
規
模
に
拡
大
解
釈
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
日
本
国
内
の
こ
と
だ
か
ら
、
相
互
に
影
響
し
合

っ

レー2一



た
こ
と
だ
け
は
確
か
だ
。

以
上

の
観
点
か
ら
、
以
下
、
明
治
末
の
ガ
ス
事
業
が
、
当
時
の
不
況
下
に
あ

っ

て
、
な
ぜ
活
況
を
呈
し
た
か
を
、
全
国
的
な
視
野
に
立

っ
て
考
え
て
み
た
い
。

↓
、
ガ
ス
事
業
独
特
の
原
因

イ
、
こ
れ
は
十

一
項
で
既
に
述

べ
た
こ
と
だ
が
、
九
州
地
方
に
お
け
る
ガ

ス
事
業

続
出
が
博
多
瓦
斯
の
営
業
成
績
向
上
に
刺
激
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
全

国
各
地
に
ガ
ス
事
業
が
続
出
し
た
原
因
の

}
つ
と
し
て
、

「
一
の
宮
町
」
に
お
け

る
ガ
ス
事
業
成
功
の
よ
う
な
例
が
い
く

つ
か
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
一
の
宮
に
つ
い
て
は
、
〔
工
業
之
大
日
本

〕
明
治
四
十
三
年
十

一
月

一
日
号
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

○
日
本
に
於
け
る
瓦
斯
事
業

の
新
紀
元

名
古
屋
瓦
斯
の
起
る
や
、
恰
か
も
日
露
戦
役
の
後
を
受
け
、
社
会
の
事
物
俄

然
と
し
て
充
進
沸
騰
せ
る
好
時
機
に
至

り
し
と
錐
も
、
夙
に

(早
く
か
ら
)
異

数
の
発
展
を
示
し
て
、
人
を
し
て
瓦
斯
事
業
の
将
来
を
謳
歌

(声
を
そ
ろ
え
て

ほ
め
た
た
え
る
)
せ
し
め
た
る
も
の
、
其
間
必
ず
し
も
設
計
の
完
全
と
経
営
の

周
到
な
る
に
依
ら
ず
ん
ば
、
澱
んぞ
鯉
く
臨
大
成
功
を
収
む
る
を
得
ん
や
。
果
せ

る
哉
、
本
社
の
業
略
其
緒
に
就
く
に
及
ん
で
、
附
近
の
小
市
街
、
即
ち

}
の
宮

町
に
瓦
斯
の
業
を
起
さ
ん
と
す
。

一
の
宮
町
は
、
人
口

一
万
八
千

・
戸
数
四
千
五
百

の
小
市
街
に
し
て
、
特
種

の
産
業
な
く
、
遊
覧
す
べ
き
名
所
旧
蹟

の
存
す
る
な
く
、
僅
か
に
機
業

(
は
た

織
り
業
)
に
就
て
多
少
見
る
べ
き
も
の
あ
る
、
普
通

一
片
の
小
都
会
な
り
。
此

小
都
会
に
瓦
斯
事
業
を
経
営
せ
ん
と
す
。
是
れ
我
国
に
於
け
る
前
代
未
聞

の
業

に
し
て
、
其
成
功
と
否
と
は
、
他
の
幾
多
の
小
市
街
に
於
け
る
総
て
の
瓦
斯
事

業
の
成
否
を
ト
す
べ
き
試
金
石
に
し
て
、
払
込
資
本
七
万
五
千
円
は
額
に
於

い

て
小

な

り

と

錐

も

、

殆

ん

ど

日

本

に

於

け

る
総

て

の
瓦

斯

事

業

を

支

配

す

べ
き

重

大

の

運

命

を
有

せ

り
。

ー
伊

ぞ
q

あ
る

み
う

、孟

而

し

て
其

結

果

、

世

人

の

予
想

外

に

出

て

、

或
者

は

笑

ひ

、

或

者

は
患

ひ

た

る

に
係

は

ら

ず

、

第

二
期

の
決

算

に

於

い

て
明

か

に

一
割

の
配

当

を
な

し
得

た

ご
と

が

べ

歩
ん
ゆ
ん

る
が
如
き
、博
多
瓦
斯
・
神
戸
瓦
斯

の
永
く
悲
境
に
沈
論

(し
ず
む
。
落
ち
入
る
)

し
て
日
本
の
瓦
斯
事
業
発
展
に
大
な
る
障
碍

(障
害
)
を
与
え
た
る
に
比
し
て
、

正
に
霊
壌
の
差
あ
る
と
見
る
。

¶
、

ガ

あ

之
れ
よ
り
、
日
本
の
都
市
は
、

一
斉
に
瓦
斯
事
業
の
経
営
を
出
願
す
る
に
至

る
。
即
ち

一
の
宮

瓦
斯
の
成
功
は
、
日
本
の
瓦
斯
事
業

に
対
し
、
一
道
の
光
明
を

与

へ
革
命
的

機
運
を
開
き
し
も
の
に
し
て
、
余
は
是
れ
を
堺

っ
て
日
本
に
於
け

る
瓦
斯
事
業
の
新
紀
元
と
い
ふ
。
而
し
て
此
設
計

・
経
営
の
任
に
当
り
し
は
、

が

ス

実
に
名
古
屋
瓦
斯
株
式
会
社

・
技
師
長
兼
支
配
人
岡
本
桜
氏
な
り
。

○
小
瓦
斯
会
社
の
岡
本
式
経
営
法

岡
本
氏
の
名
古
屋
瓦
斯
に
従
事
す
る
や
、
常
に
組
織
の
簡
約
を
主
張
し
、
他

の
技
術
者
が
単
に
外
国
の
瓦
斯
事
業
を
移
植
す
る
に
安
ん
ず
る
間
に
、
如
何
に

し
て
瓦
斯
及
瓦
斯
事
業
を
日
本
化
せ
ん
か
に
付
て
腐
心
せ
り
。
其
結
果
瓦
斯
器

具
の
統

一
と
な
り
、
日
本
風
瓦
斯
器
具
の
新
案
と
な
り
、
小
瓦
斯
会
社
の
経
営

と
な
る
。
瓦
斯
器
具
の
統

一
は
、
会
社
の
事
務
を
簡
明
に
し
経
費
を
省
約
し
起

業
費
を
節
減
す
。
日
本
風
器
具
の
新
案
は
、
輸
入
税
の
負
担
を
免

か
れ
、
器
具

を
安
価
に
し
、
日
本
の
家
屋
趣
味
と
調
和
し
、
従
て
瓦
斯
の
需
要
者
を
増
加
す
。

其
心
惨
憺

(心
を
悩
ま
す
様
)

一
朝
に
し
て
論
ず
べ
き
に
非
ら
ざ
る
な
り
。

暮
し
升
れ
岡
本
氏
の
成
功
を
謄

っ
て
蒔
隅に
事
業
の
安
全
健
固
を
夢
想
す
る
も

の
あ
ら
ば
、

そ
は
大

な
る
誤
解

な
り
。
況
ん
や
嚢
に
小
都
会
の
瓦
斯
事
業
を

悲
観
し
、
四
十
年
間
何
等
の
企
画
を
も
為
さ
ゴ
り
し
技
術
家

・
経
営
家
が
、
争

っ
て
其

雛
解
雌
囎
は
ん
と
す
る
が
姶
.き
は
実
に
危
険
千
万
な
る
も
の
に
し
て
、

虎
を
画
い
て
豹
に
類
す
る
の
笑
を
残
さ
ん
事
を
恐
る
。
或

い
は
是
等
軽
薄

の
徒

が
、
再
び
日
本
の
瓦
斯
事
業
の
将
来
を
誤
ら
ん
事
を
患
ふ
る
も
の
な
り
。

トー2「



殊
に
米
国
風
の
設
計
規
模
即
ち
割
合

に
宏
大
な
る
設
計
を
為
し
て
、
将
来
の

発
展
拡
張
に
供
ふ
る
も
の
と
し
、
之
れ
を
以
て
技
術
家
の
達
観
の
如
く
思
考
す

る
も
の
あ
る
に
至

っ
て
は
、
寧
ろ
悲
し
む

べ
き
現
象
な
り
と
す
。

日
本
に
施
け
る
人
口
増
加

の
割
合

・
土
地
の
盛
衰
等
に
関
す
る
統
計
は
、
明

か
に
是
等
の
必
要
条
件
を
吾
人
に
教
ふ
る
も
の
に
し
て
、
数
十
年
の
後
に
利
益

を
収
む
る
が
如
き
は
、
言
甚
だ
妙
な
る
も
、
営
利
会
社
と
し
て
到
底
忍
ぶ
べ
き

に
非
ら
ざ
る
な
り
。

あ
か

よ
↑

そη

こ猷あ

是
れ
吾
国
工
業
の
施
設
が
従
来
往
々
小
規
模
に
失
し
、
漸
く
其
工
を
終
る
頃

ひ
既
に
期
要
求
の
幾
分
だ
も
満
た
す
㌶

は
ざ
る
事
は
戯

々
目
撃
す
る
所
に
し
て
・

雌
反
動
的
結
果
、
所
謂

大
規
模
設
計
に
類
似
し
た
る
も
の
に
し
て
、
之
れ
を
戯

て
直
に
瓦
斯
事
業
に
も
応
用
せ
ん
と
す

る
は
、
実
に
危
険
な
り
と
言
は
ざ
る
べ

か
ら
ず
。

余
は
所
謂
小
瓦
斯
会
社
の
経
営
は

、
岡
本
氏

に
依

て
新
生
命
を
与

へ
ら
れ

し
も
の
に
し
て
、
瓦
斯
事
業
に
於
い
て
尤
も
必
要
な
る
技
術
と
経
営
と
の
連
絡

を
、
遺
憾
な
く
実
行
し
た
る
も
の
に
非

ら
ざ
れ
ば
、
決
し
て
全

一
の
結
果
を
得

る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

従
来
日
本
の
工
業
会
社
を
見
る
に
、
技
術
者
と
経
営
者
と
の
間
に
殆
ん
ど
連

絡
な
く
、
技
術
者
は
常
に
其
立
場
よ
り
立
論
し
て
完
全
な
る
機
械
と
極
大
量
の

設
計
を
要
求
し
、
経
営
者
は
之
れ
に
反
し
て
、
廉

価
な
る
機
械
と
極
少
量
の
施

設
に
甘
ん
ぜ
ん
と
す
。
即
ち
、
前
者
は
学
理
に
奔
り
、
後
者
は
利
益
を
重
ん
じ
、

其
結
果
全
体

の
事
業
に
欠
陥
を
生
じ
不
成
績

に
終
る
は
、
常
に
目
撃
す
る
虚
に

し
て
、
其
之
れ
を
調
和
し
設
計
と
経
営

と
を
通
じ
て
両

つ
な
が
ら
全
き
を
得
ん

と
欲
せ
ば
、
技
術
者
に
し
て
経
営
の
才

を
兼
ね
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
瓦
斯
の
如
き

学
理
の
尤
も
簡
単
な
る
事
業
に
於

い
て
、
殊
に
其
然
る
を
見
る
。

ド

イ

ツ

が

ス

独
逸
に
於
け
る
瓦
斯
技
師
な
る
も
の
は
、
普
通
の
工
業
教
育
を
受
け
て
よ
り
、

更
に
瓦
斯
に
関
す
る
特
別
の
智
識
を
授
け
ら
る
、
事
僅
か
に

一
～
二
年
に
し
て
、

去
ぜ
ラ

讐
o

い

か

直
に
技
術
者
兼
経
営
者
と
し
て
立
つ
も

の
な
り
。
其
如
何
に
単
純
な
る
や
を
知

ずoわ

論

こ

る
に
足
ら
ん
。
即
ち
岡
本
氏
は
、
其
長
を
採
り
短
を
捨
て
㌧
是
れ
を
日
本
に
応

用
し
、
支
配
人
な
く
技
師
長
な
く
、
日
く
庶
務
日
く
会
計
日
く
工
務
日
く
何
日

く
何
と
い
ふ
が
姫
き
、
日
本

一
流
の
繁
文
縛
礼

(形
式
が
複
雑
で
、
手
続
き
な

ど
の
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
)
を
痴
し
て
、
尤
も
簡
単
な
る
小
瓦
斯
会
社
の
経
営

を
案
出
し
た
る
も
の
に
し
て
、
余
は
是
れ
を
呼
ん
で
岡
本
式
小
瓦
斯
会
社
経
営

法
と
い
ふ
。

即
ち
岡
本
式
経
営
法
な
る
も
の
は
、
工
事
の
迅
速

・
興
業
費
の
低
安

.
経
費

の
節
減

・
事
務
の
簡
明

・
経
営
技
術

の
連
絡
を
以
て
主
義
綱
領
と
す
る
も
の
に

し
て
、
是
れ
只

一
の
成
功
秘
訣
と
す
。

人
或
い
は
言
は
ん
、
這
般

(
こ
う
い
っ
た
)
経
営
法
な
る
も
の
は
、
従
来
幾

多
の
書
籍
が
既
に
吾
人
に
教
ふ
る
庭
に
し
て
、
必
ず
し
も
岡
本
氏
の
新
発
見
に

華
ら
ず
と
。
然
り
余
も
撰

臨
経
営
法
を
以
て
騨
新

(斬
新
の
誤
り
。
き
わ
め
て

新
し
い
)
奇
抜
な
る
も
の
と
言
は
ず
。
只
岡
本
氏
が
能
く
之
れ
を
運
用
実
行
し

た
る
を
称
せ
ん
の
み
。
若
し
夫
れ
実
地
に
付
て
他
の
瓦
斯
会
社
と
比
較
研
究
す

る
人
あ
ら
ば
、
如
何
に
興
業
費
が
低
廉
な
り
し
か
必
ず
や
思
半
ば
に
過
ぐ
る
も

の
あ
ら
ん
。
京
都
と
広
島
を
対
照
せ
よ
、
門
司
と
豊
橋
を
対
照
せ
よ
、
尚
進
ん

で
仙
台
と
浜
松
を
対
照
せ
よ
。

o
瓦
斯
事
業
界
の
新
福
音

撫
瓦
斯
事
業
四
十
年
間
の
歴
史
は
、
将
来
の
日
本
に
於
け
る
瓦
斯
事
業
を
悲

観
せ
し
む
る
外
、
何
物
も
吾
人
に
与

へ
ざ
り
き
。
従

っ
て
是
れ
に
対
す
る
機
械

の
製
造
に
付

て
も
、
何
等
の
発
展
進
歩
を
見
る
は
ざ
り
し
は
、
寧
ろ
当
然
な
り

と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
小
は

「
マ
ン
ト
ル
」
の
製
造
よ
り
、
大
は
瓦
斯
溜
の

製
造
に
至
る
ま
で
、
殆
ん
ど
総
て
を
外
国
製
品
に
仰
ぎ
、
是
れ
に
対
し
て
製
造

家
が
何
等
の
施
設
を
も
為
さ
ず
、

一
人
の
企
業
家
を
も
見
ざ
り
し
は
、
単
に
大

な
る
利
益
を
此
製
作
に
依
て
収
め
得
ざ
る
に
源
因
す
る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の

発
展
を
期
待
し
予
想
し
能
は
ざ
り
し
に
依
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。

然
る
に
、

一
の
宮

の
成
功
が
此
事
業
に
新
紀
元
を
与

へ
し
よ
り
、
急
激
の
発

一旧一



展
は
、
是
等
の
製
造
業
者
を
し
て
、
何
等
か
の
手
段
を
講
じ
、
輸
入
品
に
対
抗

し
て
此
間
に
多
少
の
利
益
を
収
め
ん
事

を
希
望
せ
し
む
る
に
至
る
。

然
る
に
、
俄
か
に
技
術
者
を
欧
米
に
派
遣
し
設
計
製
造
の
方
法
を
講
究
す
る

は
、
時
機
既
に
遅
く
、
盗
縄

(泥
棒
を
捕
え
て
か
ら
、
こ
れ
を
縛
る
縄
を
つ
く

る
)
の
讃
を
免
か
れ
ず
。
袖
手
傍
観

(自
分
か
ら
せ
ず
に
そ
ば
か
ら
見
て
い
る
)

の
祁
霞

に
至
ら
ん
と
す
る
時
・
岡

本
氏
は
離
ら
監
督
指
揮
の
任
に
当
り
、
名

古
屋
両
会
社
を
し
て
、
瓦
斯
製
出
に
要

す
る
殆
ん
ど
総
て
の
機
械
を
製
造
せ
し

め
・
且

つ
自
ら
忽
れ
を
使
用
し
実
際
に
腿

て
有

効
安

全
な
る
を
謹
明
し
た
り
。

蘇
に
総
て
各
地

の
製
造
家
は
争
ふ
て
蝿
製
作
に
従
事
す
る
と
錯
時
に
、
多
年

内
地
製
品
に
向

っ
て
不
安
の
念
を
抱
け
る
技
術
者
間
に
於

て
略

、
喜
ん

で

之

れ
を
採
用
す
る
に
至
る
。
是
亦
実
に
岡
本
氏
の
功
労
に
し
て
、
瓦
斯
事
業
家
に

対
す
る
新
福
音
と
言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

総
て
機
械
の
輸
入
は
、
関
税

一
割
五
分
を
負
担
し
莫
大
の
運
賃
を
支
払
ふ
も

孔
,セ

ガ

ズ

、雀
ガ

わ
が

よ

・

の
な
る
に
、
瓦
斯
…機
械
中
尤
も
高
価
な

る
瓦
斯
溜
は
、
我
輸
入
税
法
に
依
て
実

に
従
価
二
割
五
分
を
負
担
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
此
福
音
と
△
⊥時
に
此
負

担
を
免
か
れ
、
従
来
小
瓦
斯
会
社
経
営
困
難
の

一
源
因
と
称
せ
ら
れ
た
る
起
業

費
の

一
部
を
畷
減

(削
減
)
す
る
を
得

る
な
り
。
澱
ん
や
新
税
法
は
瓦
斯
溜
を

従
量
税
に
改
正
し
た
る
結
果
、
従
価
三
割
を
支
払
は
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
に
至
る
。

鮮
ら
ば
鄭
此
れ
に
騰
て
利
す
奄
颪
幾
彩
)ぞ
。
量

大
な
ら
ず
と
せ
ん
や
。

ロ
、
こ
の
外
、
小
資
本
で
起
業

で
き
た
こ
と
も
原
因
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
の
説
明
は
、
十
二
項
で
述
べ
た
こ
と
の
く
り
返
し
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
述

べ
な
い
。

二
、
電
気
事
業
と
共
通
す
る
原
因

(

●
●
●
●
●

当
時
ガ
ス
と
電
気
と
が
不
況
に
強

い
業
種
だ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
長
岡
新

吉
著

〔
明
治
恐
慌
史
序
説

〕
二
四
六
頁

に
述

べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触

れ
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
中
央
大
手
や
小

企
業
中

一
部
優
良
会
社
に
つ
い
て
だ
け
言

え
る
こ
と
で
、
地
方
の
群
小
ガ
ス
事
業

の
大
分
は
、
不
況
に
強
か

っ
た
と
は
言
え

な
い

(参
照
、
十
四

・
十
五
項
)
。

以
下
こ
こ
で
は
、
不
況
に
強
か

っ
た
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

明
治
に
お
け
る
ガ
ス
と
電
気
の
用
途
は
、
灯
用
を
主
と
し
た

(参
照
十
八
項
)
。

そ
の
外
共
に
熱
用

・
動
力
用
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
使
用
量
は
少
な
か
っ
た
。
だ
か

ら
電
気
は
、
ガ
ス
の
有
力
な
競
争
相
手

で
あ
り
、
そ
の
外
強
敵
と
し
て
石
油
ラ
ン

プ
が
あ

っ
た
。
ガ
ス
は
電
気
に
対
し
て
は
、
価
格
の
低
廉
と
、
電
気
灯
の
発
電
量

不
足
に
よ
る
光
力
の
低
下
や
故
障
多
発
に
よ
り
、
電
気
灯
の
便
利
さ
を
割
引
い
て

も
魅
力
が
あ
り
、
そ
の
た
め
電
気
事
業
発
展
の
中
に
あ

っ
て
も
着
実
に
需
要
を
増

加
し
て
来
た
。
石
油
ラ

ン
プ
に
対
し
て
は
、
値
段
が
高
く

つ
く
こ
と
や
供
給
区
域

が
限
定
さ
れ
る
不
利
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
明
る
さ
と
便
利
さ
の
ゆ
え
に
遅
れ
は
取

ら
な
か

っ
た

(参
照
。拙
稿

、
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
研
究
ノ
ー
ト

』

第
四
集
所
収

「
明

治
期
福
岡
地
方
石
油
史
」
二
、
↓
ラ
ン
プ
)
。

ガ
ス
灯

・
電
灯

・
石
油
ラ
ン
プ
と
、
三
つ
巴
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
の
三
者
は
こ

の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
ち
、
そ
の
た
め
三
者
三
様
に
着
実
に
需
要
を
伸
ば

し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
灯
火
が
人
人
に
と

っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
必
需

品
だ

っ
た
か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
蝋
燭

や
行
灯
、
倹
約
し
よ
う
と
思
え
ば
油
を
入

れ
た
受
皿
や
竹
筒
に
灯
心
を
た
ら
し
た
だ
け
ど
も
用
は
足
せ
る
。
し
か
し

一
度

こ

の
文
明
の
利
器

の
便
利
さ
を
知

っ
た
人
人
に
と

っ
て
は
、
少
な
い
数
で
我
慢
す
る

こ
と
は
出
来
た
が
、
無
く
て
も
す
ま
せ
る
と
言
う
訳
に
は
い
か
な
く
な

っ
て
き
た
。

だ
か
ら
新
し
い
灯
火
に

つ
い
て
の
知
識
が
普
及
し
、
ガ
ス
管
や
電
灯
線
が
引
か

れ
石
油
ラ
ン
プ
を
買
え
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
文
明
の
利
器
は
次
次
と
生

活
の

一
部
と
な

っ
て
き
た
。

以
上
述
べ
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
何
も
ガ
ス
と
電
気
が
不
況
に
強

い
体

質
を
持

っ
て
生
れ
て
き
た
訳
で
は
な
い
。
た
だ
当
時
、
ガ
ス
灯

・
電
灯
と
言
う
新

し
い
生
活
必
要
品
の
普
及
時
代
だ

っ
た
た
め
に
、
好
不
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が

少
な
か

っ
た
と
言
う
に
過
ぎ
な
い
。
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㊨
、
ブ
ー
ム

時
に
お
け
る
附
和
雷
同

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
十

二
項
で
述

べ
た
の
で
、
こ
の
こ
と
が
全
国
的
に
も
言

え
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。

明
治
の
ガ
ス
事
業
が
不
況
に
強
か

っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
以
上
述
べ
た
通
り

だ
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
ま
ま
ガ
ス
事
業

の
特
質
と
な

っ
て
い
る
。

そ
の
外
明
治
の
地
方
ガ

ス
事
業
は
、
博
多
瓦
斯
な
ど
の
例
外
は
別
と
し
て
、

一

般
に
群
小
地
場
資
本
に
よ
る
も

の
が
多
か

っ
た
よ
う
だ
。
し
か
も
ブ
ー
ム
に
便
乗

し
た
お
粗
末
な
会
社
が
多
く
、
更
に
悪

い
こ
と
に
は
、
規
模
が
小
さ
い
た
め
に
副

産
物
利
用
な
ど
と
言
う
生
産
過
程
の
合

理
化
が
出
来
ぬ
と
言
う
弱
点
も
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
い
く

つ
も
の
原
因
が
重
な

っ
て
、

コ
ス
ト
高
と
な
り
、
経
営
を
圧
迫
、
更

に
中
に
は
電
気
事
業
と
の
競
争
に
ま
で
敗
れ
る
と
い
う
会
社
も
あ

っ
た
よ
う
だ
。

こ
の
事
に
つ
い
て
は
、
資
料
が
少
な
く
推
定
の
段
階
を
出
な
い
の
だ
が
、
そ
の
例

と
し
て
豊
州
瓦
斯
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
な
お
そ
の
反
対
例
と
し
て
、
博
多
瓦
斯
も

付
け
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

o
豊
州
瓦
斯

〔
明
治
四
五
、
六
、

一
七
、
福
岡
日
日

〕

別
府

・
大
分
間
の
点
灯
事
業
は
豊
後
電
鉄
の
独
占
事
業
に
帰
し
、
八
百
馬
力

の
発
電
気
に
て
は
電
力
の
不
足
を
訴

へ
、
点
灯
申
込
は

一
切
謝
絶
の
姿
な
り
し

が
、
近
来
豊
州
瓦
斯
会
社
に
依
り
て
瓦
斯
灯
は
別
府
に
点
火
さ
れ
、
大
分
市
亦

た
二
十
日
よ
り
瓦
斯
点
灯
の
筈
に
て
、

一
千
個
の
申
込
あ
り
と
聞
く
。

右
に
付
豊
後
電
鉄
電
灯
事
業
の
上

に
及
ぼ
す
影
響
如
何
に
付
調
査
す
る
に
、

別
府
町
に
於

て
の
瓦
斯
需

要
者
等
は

、
最
初
は
好
奇
的
に
多
数
の
申
込
み
あ

り
。
使
用
の
結
果
は
電
灯
以
上
の
費

額
を
要
す
る
よ
り
、
再
び
電
灯
に
変
更
す

る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
其
儘
死
灯
と
し
極
め
て
必
要
の
場
合
の
外
使
用
せ
ざ
る
も

の
㌧
如
し
。
大
分
市
或
は
此
の
轍

(
例
)
を
踏
み
多
く
の
死
灯
を
出
す
と
せ
ば
、

別
に
挙
げ
て
称
す
べ
き
影
響
な
か
る

べ
し
と
。

o
博
多
瓦
斯

〔
大
正

一
、

一
一
、

=
二
、
福
岡
日
日

〕

九
州
電
灯
鉄
道
株
式
会
社

(博
多
電
灯
の
後
身
)
は
、
婁
に
会
社
の
島
田
浅

太
郎

・
高
橋
吉
之
助
両
氏
を
し
て
、
社
外

に
移
し
新
に
電
機
商
会
な
る
も
の
を

組
織
せ
し
め
、
十
月
十
日
よ
り
三
十
日
間
無
代
取
付
け
の
大
活
躍
を
開
始
せ
し

め
た
る
結
果
、
同
期
間
に
七
千
二
百
余
個
の
増
加
を
来
た
し
、
目
下
三
分
の
二

余
の
取
付
を
終
り
、
今
月
中
に
は
全
部
を
完
了
せ
し
む
る
予
定
な
る
が
、
之
に

先
月
十
日
現
在

の
四
万

一
千
四
百
十
の
灯
を
加
ふ
れ
ば
現
在
灯
数
殆
ど
五
万
灯

に
垂
ん
と
す
る
有
様
な
る
も
、
今
後
猶
此
好
成
績
を
持
続
し
得

べ
き
や
大
な
る

疑
問
に
し
て
、
此
辺
或
い
は

一
段
落
を
告
げ
た
る
に
あ
ら
ざ
る
な
き
か
。

斯
の
如
き
電
灯

の
増
加
は
瓦
斯
に
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
べ
く
思
惟
さ
る
れ

ど
も
、
事
実
は
之
に
反
し
、
殆
ど
何
等
の
痛
痒

(
痛
み
と
か
ゆ
み
)
も
感
ぜ
ず
、

瓦
斯
も
亦
相
応
の
発
展
を
な
し
つ
つ
あ
り

(
以
下
略
)
。

こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
地
方
群
小
ガ
ス
会
社
の
中
に
は
、
着
着
と
利

益
を
増
加
し
て
き
た

一
の
宮
や
博
多
な
ど
の
会
社
が
あ
る

一
方
で
、
明
治
時
代
に

既
に
電
気
と
の
競
争
に
ま
で
負
け
た
会
社
さ
え
あ

っ
た
。
多
く
の
ガ
ス
会
社
が
、

大
正
に
入
り
第

一
次
大
戦
が
始
ま
る
と
、
そ
の
急
激
な
変
化
に
耐
え
き
れ
ず
消
滅

し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
原
因
は
持

っ
て
生
ま
れ
た
性
格
に
あ

っ
た
、
と
言
え
そ
う

だ
。

十
四
、
わ
が
国
ガ
ス
事
業

の
系
統

日
本
に
お
け
る
地
方
ガ
ス
事
業

は
、
そ
の
創
設
に
当

っ
て
、
博
多
瓦
斯
が
東
京

瓦
斯
に
依
頼
し
た
よ
う
に
、
ど
こ
か
モ
デ
ル
会
社
に
依
頼
す
る
の
が
例
と
な

っ
て

い
た
。
東
京
が
良
い
と
思
う
者
は
東
京
に
、
大
阪
が
良
い
と
思
う
も
の
は
大
阪
に
、

名
古
屋
が
良
い
と
思
う
者
は
名
古
屋
に
依
頼
し
て
、
会
社
を
設
立
し
た
。

こ
の
様
な

こ
と
は
何
も
ガ
ス
事
業
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
、

当
時
日
本
の
工
業
技
術
が
未
熟

で
、
経
験
者
が
少
な
い
こ
と
か
ら
起

こ
っ
た
。
そ

の
た
め
進
歩
し
た
欧
米
の
機
械
や
設
備
を
採
り
入
れ
よ
う
と
し
て
も
、
外
人
技
師
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を
招

い
た
り
経
験

の
あ
る
工
学
士
な
ど
を
軸
に
し
た
り
、
町
工
場
な
ど
で
は
経
験

の
あ
る
職
工
を
引
き
抜
い
た
り
し
な
け
れ
ば
、
た
と
え
機
械
や
設
備
だ
け
は
整

っ

て
も
、
こ
れ
を
運
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
そ
の
中

で
も
特
に
ガ
ス
事
業

は
、
既
設
の
会
社
が
き
わ
め
て
少
な
か

っ
た
か
ら
、
技
師

や
職
工
の
数
も
限
ら
れ
、

し
か
も
地
方

の
群
小
資
本
会
社
で
は
外
人
技
師
を
雇
う
余
裕
も
な
く
、
先
進
会
社

の
応
援
が
な
け
れ
ば

ニ
ッ
チ
も
サ
ツ
チ
も
行
か
な
か

っ
た
の
だ
と
思
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
設
計
そ
の
他
に
付

い
て
指
揮
を
仰
ぐ
の
で
、
や
が
て
こ
れ

が
東
京
系
だ
と
か
大
阪
系
だ
と
か
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
間
に
資

本
の
関
係
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
か

っ
た
ら
し
い
。
ガ

ス
事
業
が
設
立
当
初
か
ら
系
列
づ
け
ら
れ

て
い
た
こ
と
が
、
大
正
初
期
ガ
ス
事
業

統
合

の
原
因
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。

,

6

ゲ

し
か
し
そ
の
よ
う
な
系
列
の
中
に
も
、

「或
る
意
味
よ
り
言

へ
ば
、
名
古
屋
瓦

斯
の
如
き
は
、
資
本
の
関
係
上
当
然
東
京

系
に
属
す
べ
き
も
の
な
れ
ど
、
今
日
殆

ん
ど
相
互
提
携
の
関
係
な
く
、
殊
に
名
古

屋
瓦
斯
会
社
技
師
長
岡
本
桜
氏
が
、
千

代
田
瓦
斯
会
社

(
東
京
)
の
技
師
長
と
し
て
東
京
瓦
斯
に
対
抗
し
て
、
競
争
の
正

面
に
立
ち
つ
㌧
あ
る
が
如
き
、
多
少
奇
異
の
感
な
く
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
而
し

て
其
内
部
を
見
る
に
、
名
古
屋
瓦
斯
は
東
京
瓦
斯
と
同

一
の
代
表
者
を
有
し
、
千

代
田
は
又
名
古
屋
と
同

一
の
代
表
者
を
有
す
。
而
し
て
千
代
田
と
東
京
は
、
犬
猿

も
蕾
な
ら
ざ
る
状
態
に
在
り
。
豆
奇
な
り
と
言
は
ざ
る
可
け
ん
や
。
」

〔
工
業
之

大
日
本
。
明
治
四
三
、

一
二
、

一
号

〕

(
青
木
止
貞
稿
)
と
言
う
よ
う
な
奇
妙
な

関
係
が
伏
在
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
で
き
た
ガ
ス
事
業

の
系
統
を
、

〔
同
紙

〕
か
ら
引
用
す
る
と

次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。
〈
注
〉

一
部
筆
者
追
加
。

▲
第

一
、
東
京
系
に
属
す
る
も
の

△
主
な
技
術
者

平
松
末
吉
、
水
田
政
吉
、
上
田
太
吉
、
内
藤
游

△
系
統
会
社

東
京
、
横
浜
、
博
多

、
仙
台

(あ
る
い
は
名
古
屋
系
)
、
静
岡
、

岡
山

、
門
司
、
岡
崎
、
長
崎

▲
第
二
、
名
古
屋
系
に
属
す
る
も
の

△
主
な
技
術
者

岡
本
桜

△
系
統
会
社

名
古
屋
、
千
代
田
、

一
ノ
宮
、
津
島
、
知
多
、
豊
橋
、
浜
松
、

岐
阜
、
奈
良
、
京
都

、
伏
見
、
小
倉

、
金
沢
、
彦
根

、
鯖
江
、

武
生

、
三
国
、
中
泉
見
附

、
江
尻

、
清
水

▲
第
三
、
大
阪
系
に
属
す
る
も
の

△
主
な
技
術
者

下
村
孝
太
郎

△
系
統
会
社

大
阪
、
堺
、
広
島
"
尾
道
、
神
戸

(
但
し
初
め
東
京
に
属
し
現

在
大
阪
系
に
入
る
)

▲
第
四
、
日
本
系
に
属
す
る
も
の

△
主
な
る
技
術
者

原
専
造

△
系
統
会
社

鹿
児
島
、
熊
本
、
下
関
、
新
潟
、
高
松
、
姫
路
、
和
歌
山
、
宇

都
宮

、
大
牟
田
、
福
山

.

な
お
、
名
古
屋
瓦
斯
お
よ
び
そ
の
系
統
会
社
に
つ
い
て
の

〔
同
紙

〕
明
治
四
四
、

一
、

一
の
ニ
ュ
ー
ス
を
、
参
考
の
た
め
に
挙
げ
て
お
こ
う
。

最
近
名
古
屋
市
の
戸
数
八
万
七
千
余

に
対
す
る
瓦
斯
の
使
用
者
は

一
万

一
千

三
百
余
戸
、
実
に
全
戸
数
の
八
分
の

一
強

に
及
び
て
、
動
力
用

(百
五
十
余
戸
)

を
除
き
燈
熱
用
の

=
月
一
日
の
平
均
使
用
高
は
二
十
四

・
五
立
方
メ
ー
ト
ル
に

し
て
、
中
に
も
名
古
屋
郵
便
局
の
如
き
は

一
日

一
万
五
千
立
方
を
使
用
し
つ
㌧

あ
る
有
様
に
し
て
、

一
日
の
総
供
給
高
は
四
十
三
万
立
方
以
上
に
あ
り
、
而
か

も
今
日
の
状
勢
よ
り
推
さ
ん
か
、
今
後

の

一
年
間
に
は
尚
ほ
優
に

一
日
二
十
万

立
方
を
多
く
供
給
す
る
の
見
込
み
あ
り
。
利
益
の
大
な
る
を
以

っ
て
知
る
べ
く
、

本
期
は

一
割
の
配
当
を
な
し
て
尚
ほ
二
万
余
円
の
積
立
及
び
繰
越
金
を
轍

せ
り
。

尤
も
是
れ
単
り
名
古
屋
に
止
ま
ら
ず
し
て
、
開
業
以
来

一
年
に
垂
ん
と
す
る

一
宮

瓦
斯

・
津
島

瓦
斯

の
如
き
さ

へ
八
朱
の

(
八
分
)
配
当
を
な
し
、
豊
橋

瓦
斯
は
六
朱
四
厘
を
配
当
し
、
浜
松
瓦
斯

(五
十
万
円
、
四
分
の

一
払
込
)
の

如
き
は
営
業
期
日
僅
に
廿
日
間
に
し
て
尚
且
四
千
円
の
利
益
を
収
め
得
た
り
と
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云

へ

り

。

鰍
の
妨
く
瓦
斯
事
業
の
有
利
に
し
て
有
望
な
る
為
・
近
轟

る
腱
瓦
斯
事
業

の
計
画
さ
る
㌧
も
の
極
め
て
多
く
、
殊

に
最
近
経
済
的
組
織
の
範
を
示
し
た
る

名
古
屋
瓦
斯
会
社
を
中
心
と
し
て
の
経

営
発
起
さ
る
～
も
の
其
の
数
十
五
会
社

・

資
本
金
七
百
万
円
に
達
せ
り
(十
二
月
二
十
二
日
)
。

▲
名
古
屋
瓦
斯
会
社

(
二
百
万
円
、
五
分
の
四
払
込
)
▲
豊
橋

(
五
十
万
円
)

▲
知
多

(
五
十
万
円
)

▲
浜
松

(
五
十
万
円
)

▲
一
宮

(
三
十
万
円
)

▲
津

島

(
二
十
万
円
)

▲
仙
台

(
五
十
万
円

)

(以
上
四
分
の

一
払
込
開
業
す
)

▲
岐
阜

(
六
十
万
円
、
明
年
三
月
開
業

)

▲
奈
良

(
五
十
万
円
、明
年

一
月
十
六

日
創
立
総
会
)

▲
小
倉

(
二
十
万
円
、
明
年

一
月
開
業
)
▲
彦
根

(
二
十
万
円
)

▲
鯖
江

(
二
十
万
円
)

▲
武
生

(
二
十
万
円
)
▲
三
国

(
二
十
万
円
)

▲
中
泉

見
附

(
二
十
万
円
)

▲
江
尻
清
水

(
二
十
万
円
)

(
以
上
出
願
中
又
は
準
備
中
)

日
本
の
ガ
ス
事
業
は
、
最
初

の
間
は
、
東
京

・
大
阪

・
名
古
屋
の
各
ガ
ス
会
社

(参
照
前
項
)
の
系
統
に
属
し
て
い
た
。

し
か
し
、
日
本
瓦
斯
株
式
会
社
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
、
事
情
が
変

っ
て
き
た
。
同

社
の
性
格
に

つ
い
て
は
、

〔
工
業
之
大

日
本

〕
明
治
四
三
、

一
二
、

一
号
に

「
カ
ー
ル
、
フ
ラ
ン
ケ
日
本
支
社
、
青
木
止

貞
」
の
論
稿
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

○
日
本
瓦
斯
株
式
会
社

日
本
に
於
け
る
種

々
な
る
組
織
の
瓦
斯
事
業
を
論
じ
た
る
余
は
、
今
此
に
日

本
瓦
斯
株
式
会
社
の
組
織
に
就
て
説
明
す
る
の
要
を
感
ず
。

同
会
社
は
、
明
治
四
十
三
年
四
月
を
以
て
設
立
せ
ら
れ
、
資
本
金
二
百
万
円

そ
の

オ
琢
わ

ぢ
わ

を
有
し
、
其
四
分

の

一
即
ち
五
十
万
円

の
払
込
を
了
れ
り
。

〈
筆
者
注
V
発
起
は
、
福
沢
桃
介

・
松

永
安
左
衛
門
、
ほ
か
。

定
疑
に
依

て
之
を
見
る
に
、
同
社
の
営
業
目
的
は
、

日
本
国
内
枢
要
の
地
に
於
て

一
、
点
灯

・
火
熱

・
働
力
の
需
要

に
応
ず
る
為
め
瓦
斯
製
造
販
売
し
、
兼

て
之
れ
に
関
聯
し
て
副
生
物

の
製
精
販
売
を
為
す
事
。

二
、
瓦
斯
事
業
を
引
受
け
、
之
れ
を
経
営
す
る
事
。

三
、
他
の
瓦
斯
会
社
の
株
式
を
所
有
す
る
事
。

但
し
、
代
表
と
し
て
其
会
社
の
取
締
役

・
監
査
役
を
選
出
す
る
芝
あ
る

べ
し
ρ

に
し
て
、
現
今
、
第

一
項
の
如
き
自
己
直
営
の
瓦
斯
工
場
を
有
せ
ず
と
錐
も
、

鹿
児
島

・
熊
本

・
下
関

・
新
潟

・
姫
路

・
高
松

・
大
牟
田

・
宇
都
宮

・
福
山

・

和
歌
山
等
に
於
て
各
瓦
斯
会
社
の
株
式
の
半
数
或
は
以
上
を
所
有
し
、
代
表
と

し
て
各
会
社
に
取
締
役

・
監
査
役
を
撰
出
す
。
即
ち
第
三
項
の
目
的
を
実
行
し

つ
㌧
あ
る
も
の
な
り
。
又

一
方
に
於
て
是
等
の
各
瓦
斯
会
社
の
工
事

・
設
計
等

を
引
受
け
、
事
業
に
着
手
し
つ
つ
あ
る
は
、
第

二
項
の

一
部
を
実
行
す
る
も
の

な
り
。
此
の
組
織
は
、
是
等
の
営
利
会
社
に
於
て
全
く
新
規
な
る
企
画
に
し
て
、

一

種
の
放
資
団
体
と
も
見
る
べ
く

、而
か
も
単
に
放
資
を
以
て
本
来
の
目
的
と
な
す

に
非
ら
ず
し
て
、事
業
其
物
に
趣
味
を
有
す
る
企
業
が
同
種
の
事
業

の
特
別
の
聯

合
を
形
成
し

つ
㌧
あ
る
も
の
な
り
。然
れ
ど
も
従
来
欧
米
諸
国
に
見
ら
れ
つ
㌧
あ

る
聯
合
、
即
ち
米
国

の

「
コ
ン
ビ
子

ー
シ

ヨ
ン
」
・
白
耳
義

(
ベ
ル
ギ
ー
)
の

「
シ

ン
ジ
ゲ
!
ト
」

・
独
乙
の

「
カ
ー
テ
ル
」

の
如
く
、各
同
業
者
間
に

一
定

の
規
約

を
結
び
・
経
済
的
行
為
の
制
限
の
下
に
各
自
独
立
し
て
営
業
す
る
も
の
と
、少
し

く
拷
趣
旨
を
異
に
し
、
出
資

の
関
係
上
、日
本
瓦
斯
会
社
は
中
央
部
即
ち
集
注
的

に
・
経
営
執
行
に
任
ず
る
傾
向
あ
り
・坑
点
に
機
て
は
毅

ろ
英
米

の

「
ト
ラ
ス
ト
」・

仏
国
の

「
ブ
ー
ジ

ヨ
ン
」
の
採
れ
る
中
央
集
権
制
に
似
た
り
。

要
す
る
に
現
在
会
社
の
状
態
は
、
或
る
到
着
点
に
達
す
る

一
種

の
径
路
に
し

て
、
将
来
実
際
の
聯
合
と
し
て
成
文
の
規
約
を
見
る
に
至
る
や
、
果
た
又
合
同

と
し
て
中
央
集
権
の
下
に
統

一
的
経
営
を
行
は
る
～
や
は
未
定

の
問
題
な
り
。

勿
識
経
営
者
中

の
胸
中
既
に
是
れ
に
対
す
る
成
算
あ
る
べ
し
と
聡
も
、
日
本
人

の
特
質
た
る
地
方
的
感
念
は
、
俄
か
に
此
新
経
営
に
傾
到

一
致
す
る
事
を
許
さ

や
古
を

え
酬
、る

ち

し
簾然
れ
ど
も

ず
、
徐
々
に
誘
導
説
明
す
る
の
不
得
已
状
態
に
在
り
と
い
ふ
べ
し
。
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余
は
、
本
社
経
営
の
最
後

の
目
的
が
、
大
結
合
即
ち

「
ア
ヌ
ル
ガ

メ
ー
シ
ョ
ン
」

或
は

「
コ
ン
ソ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
在
る
事
を
信
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。

何
と
な
れ
ば
、
若
し
本
社
の
事
業
を
以
て
、
単
に
聯
合
を
意
味
し
、
合
同
を

標
榜

(
旗
じ
る
し
と
す
る
)
す
る
に
止
ま
ら
し
め
ば
、
其
之
れ
を
必
要
と
す
る

原
因
、
即
ち
相
互
の
競
争
よ
り
生
ず
る
損
失
の
予
防
策
を
以
て
第

一
の
目
的
と

せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
る
に
本
社
の
関
係

せ
る
各
瓦
斯
事
業
の
間
に
於
て
競
争

な
る
も

の
は
有
り
得

べ
か
ら
ざ
る
事
実
に
し
て
・
蛭
点
に
榔
て
鄭
必
要
を
認
め

ざ
る
な
り
。
若
し
此
事
業
が
工
場
商
業
即
ち
貨
物
商
業
た
る
時
は
、
聯
合

・
合

同
共
に
急
務
場
合
多
々
あ
る
べ
し
。
日
本
瓦
斯
の
事
業

に
於
て
更
に
其
理
由
を

認
め
ざ
る
な
り
。

余
を
以
て
之
を
見
れ
ば
、
本
社
の
事
業

は
其
最
終
に
於
て
近
世
的
大
経
営
の

利
益
よ
り
打
算
し
、
其
危
険
分
担
の
範
囲

を
拡
大
し
、
同
種
の
事
業
の
統

一
的

経
営
を
筏
ひ
、
地
方
的
事
業
を
し
て
鄭
危
険

の
分
担
を

一
地
方
に
雌
め
し
め
ず
、

殊
に
株
式
会
社
の
特
質

た
る
資
金
の
運
輸
作
用
を
増
大
せ
し
め
、

(地
方
の
株

式
会
社
の
株
式
の
運
転
殆
ん
ど
其
地
方
に
止
ま
り
、
日
本
瓦
斯
と
し
て
の
株
式

は
中
央
市
場
に
運
輸
す
。
)
事
業
の
安
全

を
期
す
る
と
同
時
に
、
多
大
の
利
益

を
出
資
者
に
提
供
せ
ん
と
す
る
に
外
な
ら
ず
。

レ

こ切

こ差

ーげ
転伊

而
し
て
、
日
本
瓦
斯
の
此
経
営
法
は
、
他
の
貨
物
商
業
と
異
り
、
屡
々
米
国

に
於

て
問
題
の
焼
点
と
な
れ
る
ト
ラ
ス
ト
政
策

の
如
く
、
何
等
の
害
毒
を
社
会

に
流
す
事
な
し
。
膏
に
害
毒
を
流
さ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
組
織

の
完
成
な
る

時
、
日
本
に
於
て
空
前
な
る
公
共
事
業
の
合
同
経
営
に
し
て
、
之
れ
を
経
済
上

よ
り
論
ず
る
も
、
或
は
社
会
政
策
上
よ
り
論
ず
る
も
、
尤
も
完
全
な
る
も
の
と

言
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
之
れ
に
加
ふ
る
に
供
結
機
関
の
完
備
せ
る
あ
ら
ば
、

独
乙
の
所
謂
企
業
者

「
カ
ー
テ
ル
」

の
如
く
、
共
同
購
買
に
依
て
原
料
其
他
を

廉
価
に
購
入
す
る
を
得
、
生
産
費
を
節
減
し
て
利
益
を
増
大
す
る
事
益
々
大
な

る
を
信
ず
。

日
本
瓦
斯
の
性
格
は
以
上
の
よ
う
な
も

の
だ
が
、
同
社
は
、
大
正
に
入
り
九
州

の
ガ
ス
事
業
統
合

に
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と
と
な
る
。

そ
の
後
、
東
京
に
千
代
田
瓦
斯
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
、
日
本
の
ガ
ス
事
業
系

統
は
、
ま
す
ま
す
複
雑
怪
奇
な
も
の
と
な

っ
て
き
た
。

同
社
は
、
東
京
市
か
ら

「市

の
所
有
ま
た
は
管
理
す

る
道

路

・
橋
梁

・
堤
塘

(
つ
つ
み
)

・
公
園

・
そ
の
他

の
工
作
物
に
対
し
、
営
業
上
必
要
な
る
特
権

を
付

与
せ
ら
れ
、
向
時
に
、
千
代
田
の
存
在
中
は
市
段
ら
ガ
ス
事
業
を
経
営
せ
ず
、
ま

た
新
た
に
ガ
ス
会
社
を
設
立
せ
ん
と
す
る
も
の
あ
る
も
、
道
路
使
用
の
特
権
を
付

与
せ
ず
と
云
ふ
、
会
社
に
取
り
て
甚
だ
有
利
な
る
条
件
の
下

に
」
明
治
四
十
年
二

月
十
三
日
許
可
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
資
本
金
は
公
称

一
千
万
円

・
払
込
済
二
百
五
十
万
円
で
、
福
岡
市

の
福
博

電
気
軌
道
株
式
会
社
を
設
立
し
、
ま
た
日
本
瓦
斯
を
発
起

し
た
財

界

の
名
物
男

「福
沢
桃
介
」
が
創
設
、
東
京
瓦
斯
に
挑
戦
し
た
。
そ
の
結
果
明
治
四
十
年
六
月

に
は

が
ス

東
京
瓦
斯

・
千
代
田
瓦
斯
の
両
社
は
、
単
に
営
業
上

の
競
争
に
飽
き
足
ら
で
、

各
協
会
を
設
立
し
、
党
を
樹
て
派
を
分
ち
全
国

の
斯
界

(
こ
の
方
面
。
こ
こ
で

は
ガ
ス
業
界
)
を
風
靡
せ
し
め
ん
と
な
し

つ
㌧
あ
り
。
即
ら
、
横
須
賀

・
仙
台

・
北
海

・
日
韓
瓦
斯
等
は
東
京
瓦
斯
に
属
し
、
名
古
屋

・
京
都

・
豊
橋

・
韓
国

瓦
斯
は
千
代
田
瓦
斯
に
属
し
、
大
阪

・
神
戸
等
は
目
下
中
立
の
位
置
に
あ
り
。

此
外
福
沢
桃
介

・
松
永
安
左
衛
門

一
派
の
日
本
瓦
斯
に
属
す
る
鹿
児
島

・
新
潟
・

熊
本
等
あ
り
。
且
又
九
州
に
於
て
は
四
月
末
九
州
瓦
斯
協
会
設
立
さ
れ
た
る
が
、

こ
幽

ら

"ぜ

之
等
は
何
れ
に
属
す
る
事
も
な
け
れ
ど
、
系
統
よ
り
す
れ
ば
当
然
千
代
田
系
に

属
す

べ
き
も
の
な
り
と
云
ふ
。

猶
聞
く
と
こ
ろ
に
依
れ
ば
、
千
代
田
系
は
総

べ
て
技
術
者
を
網
羅

(残
ら
ず

収
め
入
れ
る
)
し
居
り
て
、
東
京
瓦
斯
系
は
重
に
瓦
斯
営
業
者
を
抱
蔵
し
、
其

間
多
少
協
会
の
意
味
を
異
に
す
れ
ど
も
、
両
社
競
争
の
余
に
出
で
た
る
対
抗
策

た
る
事
は
無
論
に
し
て
、
新
進
気
鋭
の
当
業
者
は
重
に
千
代
田
系
に
投
入
す
る

の
傾
向
あ
り
と
云
ふ
。
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と
い
う
有
様
と
な

っ
た
。

し
か
し
同
社
は
、
明
治
四
十
四
年
七
月

七
日
点
火
し
た
も
の
の
、
同
年
十
二
月

二
十
七
日
東
京
瓦
斯
に
合
併
さ
れ
た

〔
明
治
事
物
起
原

〕
。

明
治
四
十
四
年
四
月
組
織
さ
れ
た

「
九
州
瓦
斯
協
会
」

(参
照
、
十
二
項
)
も
、

ガ
ス
事
業
系
統
の
再
編
成
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
、
大
正
初
期
の
九
州
地
方
ガ
ス

事
業
大
合
同
の
キ

ッ
カ
ケ
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
な
お
同
協
会
は
、
日
本
瓦
斯

の
福
沢
桃
介
、
同
社
発
起
人
の

一
人
で
大
牟
田
瓦
斯
取
締
役
の
松
永
安
左
衛
門
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
日
本
瓦
斯
福
沢

一
派

(松
永
は
福
沢
の
後
輩

で
親
友
)
の
西
日
本
地
区
ガ
ス
事
業
大
合
同

へ
の
布
右
の
第

一
歩
と
言
う
気
が
す

る
。
〈
注
V
大
正
に
入
り
、
日
本
瓦
斯
系
会
社
が
合
併
、
西
部
合
同
瓦
斯
株
式
会
社
が

誕
生
し
た
。

十
五
、
地
方
ガ
ス
事
業
の
欠
陥

日
本
の
地
方
ガ
ス
事
業
は
、
今
ま
で
述

べ
て
き
た
よ
う
な
特
殊
な
性
格
を
持

っ

て
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
の
性
格
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
欠
点
が

付
随
し
て
い
た
。
本
項
で
は
こ
の
欠
点
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

本
論
に
入
る
前
に
、
ま
ず
小
瓦
斯
会
社

で
成
功
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
何
故
成

功
し
た
か
を
見

て
み
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
そ
の
好
例

一
宮
に
つ
い
て
は
既
に
十

三
項

で
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な

い
。

日
本
の
ガ
ス
事
業
は
、
東
京

・
横
浜

・
名
古
屋

・
大
阪
な
ど
の
大
組
織

の
も

の

に
よ

っ
て
計
画
さ
れ
、
大
会
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
技
術
者
た
ち
は
、
そ
の
多
く
が

大
会
社
の
経
営
を
そ
の
ま
ま
小
会
社
に
当

て
は
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
で
は
う
ま

く
行
く
筈
が
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
瓦
斯
株
式
会
社
顧
門

.
青
木

止
貞
が
、

〔
工
業
之
大
日
本

〕
明
治
四
四
、

一
、

一
号
で
、

「
統
計
な
き
我
瓦
斯

事
業
」
と
題
し
て
述
べ
た
文
が
あ
る
の
で
、
こ
の
文
を
借
用
し
て
説
明
に
代
え
る

こ
と
に
す
る
。

経
済
学
者
ワ
グ
ナ
ー
は
、
統
計
を
以

っ
て
将
に
遂
行
さ
る
べ
き
行
為
の
予
算

だ
と
言

ふ
た
。
実
に
千
古
の
金
言
だ
。

近
年
勃
興
し

つ
㌧
あ
る
瓦
斯
事
業
に
対
し
て
も
、
完
全
な
る
統
計
の
な
い
の

は
全
く
予
算
が
な
い
と
同
じ
事
だ
と
思
ふ
。
若
し
何
等
が
の
統
計
を
尋
め
ん
と

欲
せ
ば
、
東
京

・
横
浜

・
神
戸

・
博
多

・
大
阪
、
而
し
て
最
近
に
於
て
名
古
屋

を
加

へ
て
此
六
会
社
の
報
告
に
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
夫
れ
も
個
々
の
報
告
で
あ

っ
て
、
材
料
の
不
備
は
、
到
底
満
足
な
る
統
計
上
の
平
均
数
に
達
す
る
事

は
出

来
な
い
。
又
余
輩
寡
聞
に
し
て
、
今
日
ま
で
是
等

の
統
計
に
付
て
正
確
な
る
報

告
あ
る
事
を
聞
か
な
い
。
其
上
此
営
業
報
告
な
る
も
の
は
、
元
来
余
り
重
要
視

す
る
事
の
出
来
な
い
性
質
の
も

の
で
あ
る
か
ら
、
此
中
か
ら

一
定
の
規
則
を
見

鵬
す
事
は
絶
対
に
至
難

の
馨
だ
。
朗
ぢ
、
近
代
統
計
学
上
の
要
求
た
る
中
央
集

権
的
統
計
に
就
て
は
、
絶
無
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
其
理
由
と
す
る
処
は
、

我
瓦
斯
事
業
が
未
だ
幼
稚
の
域
を
脱
せ
ず
、
既
設
会
社
の
数
も
少
な
く
、
従
て

大
量
観
察
に
付
て
其
材
料
を
得
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
、

然
ら
ば
現
今
起
り
つ
つ
あ
る
瓦
斯
事
業
は
、
何
を
標
準
と
し
て
企
画
さ
れ
る

か
と
言
ふ
に
、
所
謂

一
箇
現
象
の
観
察
に
満
足
し
て
居
る
の
だ
。
即
ち
遇
然
現

象
の
飾
を
追
ふ
て
楽
観
し
夢
想
し
つ
㌧
あ
る
の
で
、
事
業

の
発
現
上
及
成
立
上
、

何
等
の
定
則
に
則
ら
ざ
る
が
故
に
、
実
際
に
於
て
、
事
業
の
危
険
を
予
想
す
る

事
が
寧
ろ
当
然

で
あ
る
。
幸

ひ
今
日
ま
で
危
険
の
事
実
が
発
表
せ
ら
れ
な
い
か

ら
、
誰
れ
も
此
事
に
言
及
し
な
い
が
、
此
儘
に
進
む
な
ら
ば
、
余
は
早
晩
何
等

か
の
恐
慌
を
見
る
時
代
が
来
る
事
と
信
ず
る
。

何
故
に
是
れ
が
必
要
的
現
象
で
な
い
か
と
言
ふ
に
、
日
本
の
瓦
斯
事
業
に
系

寸
寡
南

佐
ギ

統
の
あ
る
事
が
第

一
の
証
拠
だ
。
即
ち
新
瓦
斯
会
社
の
企
画
者
は
、
只

一
個
の

現
象
を
観
察
し
て
・
.蔭
に
a
に
依
頼
す
る
。
言
ひ
慶
ゆ
れ
ば
、
大
阪
が
よ
い
と

思
ふ
も
の
は
大
阪
に
依
頼
す
る
。
名
古
屋
が
良
い
と
思
ふ
も
の
は
名
古
屋
に
依

頼
す
る
。
依
頼
す
る
と
い
ふ
の
は
設
計
其
他
に
付
て
既
設
会
社
の
指
揮
を
仰
ぐ
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の
で
、
や
が
て
、
是
れ
が
大
阪
系
と
か
名
古
屋
系
と
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
勿

論
其
間
資
本
の
関
係
も
あ
る
が
、
そ
れ

は
問
題
で
な
い
。
仙
台

・
静
岡

・
門
司

等
が
東
京
系
た
る
が
如
く
、
広
島

・
堺

が
大
阪
系
た
る
が
如
き
、

一
ノ
宮

・
津

島

・
浜
松
等
が
名
古
屋
系
た
る
が
如
き

、
明
か
に
這
般

(そ
の
へ
ん
)
の
事
情

を
説
明
し
て
余
り
あ
り
だ
。
是
れ
等
は
取
り
も
直
さ
ず

一
箇
現
象
に
満
足
し
た

結
果
だ
と
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
る
事
業

の
成
り
立
ち
か
ら
判
断
し
て
、
其
事

業
が
危
険
で
あ
る
と
い
ふ
の
は
、
決
し
て
無
理
で
は
あ
る
ま

い
。

殊
に
余
が
主
張
す
る
、
実
際
日
本
の
瓦
斯
事
業
の
本
位
た
る
べ
き
小
都
会
の

瓦
斯
事
業
に
対
し
て
は
、
此
偶
然
的
現
象
よ
り
観
察
す
る
事
が
出
来
な
い
。
然

る
に
、
既
設

の
大
瓦
斯
会
社
の
報
告
よ
り
得
た
る
幾
分
の
統
計
を
以
て
、
是
等

の
小
瓦
斯
会
社
を
も
支
配
し
得
る
法
則

で
あ
る
と
思
考
す
る
の
は
、
大
な
る
誤

解
だ
。

虐
ゼ

{
㍉

う
ん

大
瓦
斯
会
社
と
小
瓦
斯
会
社
の
間
に
、
何
程
の
交
渉
が
あ
る
か
。
勿
論
技
術

上
の
諸
問
題
、
即
ち
石
炭
壱
噸
よ
り
産
出
す
る
瓦
斯
量

・
コ
ー
ク
ス

・
タ
ー
ル

等
に
付
て
は
、
何
如
ま
で
も
共
通
た
る

べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
其

の
共
通
た
る
べ
き
主
要
部
分
に
於
て
も
、
大
会
社
と
小
会
社
の
間
に
は
幾
分
の

差
を
認
め
、
タ
ー
ル
の
精
製
と
か
ア
ン
モ
ニ
ヤ
の
精
製
と
か
い
ふ
問
題
は
、
大

瓦
斯
会
社

の
特
有
で
、
小
会
社
は
此
恩
典
に
浴
す
る
事
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

従
て
利
益

の
点
に
於
て
、
既
に

一
部
の
欠
陥
が
あ
る
事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又
営
業
上
の
諸
問
題
、
即
ち
需
要
家

一
軒
に
対
す

る
瓦
斯
消
費
量

・
点
灯
及
炊

事
の
口
数

・
鉄
道
壱
哩
に
対
す
る
需
要
家
の
数
等
は
、
地
方
的
事
情
に
支
配
さ

れ
る
も

の
で
、
其
間
大
会
社
と
規
を

一
に
す
る
事
は
出
来
な
い
。
且
つ
経
営
の

方
法
に
付

て
も
、
全
く
特
種
事
情
の
存
在
を
認
む
る
の
で
、
大
会
社
の
経
営
と

離
れ
て
研
究
す

べ
き
多
大
の
問
題
が
あ
る
。

然
る
に
往
々
に
し
て
、
依
頼
さ
れ
た
る
大
瓦
斯
会
社
の
技
術
者

・
経
営
者
は
、

自
己
の
事
業
の
成
績

・
統
計
を
以
て

一
般
的
な
る
も
の
と
誤
信
し
、
直
に
是
れ

を
小
会
社
に
応
用
せ
ん
と
企
て
る
。
是
れ
即
ち
偶
然
現
象

を
必
然
現
象

の
如

く
愚
考
す
る
よ

り
来
る
誤
解
で
、
要
す
る
に
完
全
な
る
統
計
が
な
い
か
ら
だ
。

是
れ
は
甚
危
険

な
や
り
方
で
、
現
に
其
実
例

は
い
く
ら
も
あ
る
。
否
将
来
沢
山

見
る
事
が
出
来

る
と
思
ふ
。

↓
う
みル
ろ

こ
晒
是
れ
は
責
任
に

勿
論
其
内
に
良
好
な
る
成
績
を
得

つ
、
あ
る
も
の
も
あ
る
。

当
る
も
の
が
、
小
瓦
斯
会
社
経
営
に
特
別
の
頭
脳
を
有
す
る
か
ら
で
、
余
は

一

般
に
此
特
別
の
思
慮
を
費
す
事
を
希
望
す
る
の
だ
。

然
ら
ば
将
来
起
る
べ
き
、
否
今
や
起
り

つ
㌧
あ
る
、
凡
て
の
小
瓦
斯
会
社
の

前
途
は
、
悉
く
悲
観
す
べ
き
も
の
か
と
い
ふ
に
、
決
し
て
左
様
で
な
い
。
余
は

只
単
に
、

「
統
計
を
有
せ
ざ
る
事
業
」
で
あ
る
か
ら
、
細
心
の
注
意
と
特
別
の

経
営
を
要
す
る
事
を
一
言

し
た
い
の
で
あ
る
。

こ
の
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、
小
さ
な
会
社
で
も
成
功
し
た
例
も
あ
る
。
た
と
え

ば
、
前
述
し
た

一
の
宮

や
、
博
多
そ
の
外
名
古
屋
系
の
津
島

・
豊
橋
な
ど
。
し
か

し
反
面
、
金
沢
電
気
瓦
斯
株
式
会
社

(
明
治
四
三
年

一
〇
月
こ
ろ
の
日
本
で
、
唯

一
の
電
気
ガ
ス
兼
営
)
の
よ
う
に
、
興
業
費
十
万
円
を
投
じ

一
日
十
万
立
方
択
の

機
械

を
設
置

し
な
が

ら
、
実
際
に
は

一
日
二
万
立
方
択
の
需
要
し
か
な
か

っ
た

ひ
ど
い
会
社
も
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
は
な
く
て
も
、
こ
れ
に
類
す
る
お
粗
末

な
計
画
が
多
か

っ
た
こ
と
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
中
多
く
の
小
ガ
ス
会
社
を
破
滅

へ
と
追
い
や
っ
た
原
因
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
不
良
ガ
ス
会
社
が
、
設
立
後
し
ば
ら
く
は
持
ち
こ
た
え
ら
れ
た
原
因
の

一
つ
に
、
不
況
時
に
設
立
さ
れ
た
た
め
、
石
炭
価
格
が
安
か

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
し
か
し
消
滅
し
た
会
社

の
多
く
は
、
将
来
の
高
炭
価
に
対
す
る
準
備
は
し

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
に
反
し
、
好
成
績
を
持
続
し
た
東
京
瓦
斯
は
、
明
治
四

十
三
年
既
に
そ
の
計
画
を
立
て
て
い
る
。
以
下

〔
工
業
之
大
日
本

〕
明
治
四
三
、

九
、

一
号
の
記
事
を
引
用
し
よ
う
。

瓦
斯
発
生
用
に
は
、
東
京
瓦
斯
が
多
年
の
研
究
上
夕
張
炭
を
第

一
と
し
、
充

伽
な
分
析
試
験
に
よ
り
見
れ
ば
留
萌
炭
を
第

一
と
す
る
が
姐
き
も
、
灰
分
及
包

硫
黄
分
多
く
し
て
瓦
斯
釜
の
腐
蝕
を
速
か
な
ら
し
め
、
瓦
斯
産
気

の
利
益
よ
り
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も
損
害
の
大
な
る
為
め
に
、
揮
発
瓦
斯
及
び
固
定
炭
素

の
比
較
的
多
き
夕
張
炭

を
最
上
位
と
す
る
に
至

っ
た
の
で
、
此

は

一
般
瓦
斯
事
業
家

の
首
肯
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
か
ら
、
由
来
夕
張
炭
に
対
す

る
需
要
は
ま
す
く

増
加
す
る
は
明
白

で
あ
る
。

今
東
京
瓦
斯
が
消
費
す
る
石
炭
量
は

一
日
三
百
噸

で
あ
る
が
、
現
在
の
如
く

炭
価
低
篇
な
る
際
は
、
瓦
斯
の
生
産
費
も
従

っ
て
少
な
く
会
社
は
好
都
合
な
る

も
、

一
朝
財
界
活
気
を
呈
し
来
ら
ん
か
、
石
炭
の
需
用
頓
に
増
加
し
、
其
価
格

の
騰
貴
を
見
る
は
必
然
の
成
行
で
あ
る
か
ら
、
同
社
は
近
く
炭
山
を
所
有
す
る

の
計
画
を
立

て
、
夕
張
炭
山
の
買
収
に
関
し
交
渉
し
つ
㌧
あ
り
た
る
が
、
漸
く

調
談
を
見
る
に
至
り
し
を
以
て
、
石
狩
石
炭
会
社
は
六
月

の
総
会
に
之
に
関
す

る
議
案
を
決
議
し
た
。
而
し
て
瓦
斯
会
社
に
て
は
、
石
炭
山
買
収
の
後
は
、
差

当
り
自
ら
之
を
経
営
せ
ず
、
石
狩
石
炭
会
社
に
同
炭
山
を
賃
貸
し
、
並
に
瓦
斯

用
石
炭
の
買
入
価
格
に
関
し
長
期
契
約
を
結
ぶ
筈
で
あ
る
。
東
京
瓦
斯
会
社
が

此
の
計
画
を
立

つ
る
に
至
り
た
る
は
、
時
期
遅
れ
た
り
と
は
云
へ
、
尚
ほ
其
明

を
称
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
、

一
の
宮
の
ガ
ス
事
業

の
所
で
述
べ
た
ガ
ス
器
具
の
統

一
問
題
や
、
機

械
の
輸
入
問
題
な
ど
が
あ
る
が
、
後
述
す

る
の
で
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
お
け
る
地
方
ガ
ス
事
業
の
欠
陥
と
し
て
、
ガ
ス
副
産
物
利

用
問
題
が
あ
る
。
東
京
瓦
斯
で
は
、
既
に
明
治
三
十
四
年
六
月
副
生
物
精
製
所
を

設
置

(参
照
四
項
)
し
て
い
る
が
、
地
方
ガ
ス
事
業

で
は
、
ガ
ス
産
過
程
で
自
然

発
生
的
に
取
れ
る
コ
ー
ク
ス
・
コ
ー
ル
タ

ー
ル

・
ア
ン
モ
二
ア
液
が
あ
っ
た
程
度

で
、
し
か
も
、
こ
れ
を
全
部
販
売
し
て
は
い
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
も

っ
と
も
、
東

京
瓦
斯
の
ガ
ス
副
生
物
精
製
と
言

っ
て
も
、
そ
の
内
容
は
四
項
で
述
べ
た
程
度

で
、

至
極
原
始
的
な
も
の
だ

っ
た
。

付
け
加
え
て
置
く
と
、
第

一
次
世
界
大
戦
ま
で
は
、
欧
米
で
も
ド
イ
ツ
以
外
は

東
京
瓦
斯
と
大
し
た
違
い
は
な
く
、
そ
の
た
め
、
開
戦
と
同
時
に
ド
イ
ツ
の
化
学

製
品
供
給
が
杜
絶
し
大
い
に
苦
し
ん
で
い
る
。

(
以
下
次
号
)

(
一
一九
頁
よ
り
)

ン
、
又
同
月
中
外
国
汽
船
及
び
外
航
日
本
船
の
燃
料
炭
積
込
高
は

一
〇
、
五
三
五

ト
ン
に
し
て
十
月
に
比
し
五
、
○
○
○
ト
ン
の
減
少
な
り
。

大
正
三
年
十
二
月
六
日

唐
津
炭
貯
炭
増
加

別
項
の
如
く
唐
津
港
の
輸
出
不
振
な
る

一
方
山
本
よ
り

の
着
炭
は
却
て
増
加
せ

る
を
以
て
各
月
末
に
於
け
る
西
港
の
貯
炭
は
六
八
、
九

一
八
ト
ン
に
よ
り
十
月
末
に

比
し
て
頗
る
増
加
せ
り
。
而
し
て
同
港
は
全
集
頗
炭
の
九
割
ま
で
三
菱
の
掌
握
せ

る
丈
け
貯
炭
も
亦
三
菱
の
分
五
四
、
○
○
○
ト
ン
に
上
り
三
井
は

一
四
、
0
0
0

ト
ン
に
過
ぎ
ず
と
。

大
正
三
年
十
二
月
八
日

松
島
炭
鉱
株
式
会
社

第
四
期

(
自
大
正
三
年
五
月

至
全
年
十
月
)
決
算
報
告

貸
借
対
照
表

貸
方株

金

積
立
金

借
入
金

預

金

三
井
物
産
株
式
会
社

前
季
繰
越
金

当
期
利
益
金

合

計

借
方起
業
費

貯
蔵
物
品

石

炭

未
決
算

二

、

二

、

円

○

○

○

、

○

O

O

・
○

○

〇

三

三

、

○

○

○

・
○

○

〇

五

〇

〇

、

○

○

○

・
○

○

〇

二

二
、

七
三

一
・
六

九

〇

三

八

、
九

六

三

・
四

四

〇

一

一
、

〇

五

一
・

一
九

七

一
〇

五

、

〇

四

四

・

一
七

三

七

一
〇

、

七
九

〇

・
六

〇

〇

二
、

五

七

六

、

七
六

六

・
三

六

二

三

〇
、

三

八

七

・
六

〇

五

一

一
七
、

七

五

三

・
〇

五

五

四

五

、

四

七

四

・
九

一
八二

五
五
頁

へ
続

く
)
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